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『蒙求和歌』 の改訂と文体　（蔦）（1）

　
　『
蒙
求
和
歌
』
の
伝
本
と
文
体

蔦　
　
　

清　

行

一
　
は
じ
め
に
（『
蒙
求
和
歌
』
に
つ
い
て
・
伝
本
系
統
・
研
究
の
目
的
と
意
義
）

本
稿
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
伝
本
間
の
言
語
的
相
違
、
特
に
文
体
上
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、　

併
せ
て
そ
の
先
後
関
係
に
つ
い

て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
―
一
　
蒙
求
和
歌
に
つ
い
て

最
初
に
、『
蒙
求
和
歌
』
と
い
う
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
源
光
行
（
一
一
六
三
～
一
二
四
四
）

の
手
に
よ
っ
て
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
、
や
や
変
わ
っ
た
趣
向
を
持
つ
和
歌
集
で
あ
る
。
変
わ
っ
た
趣
向
と
い
う

の
は
、
唐
の
李
瀚
が
著
し
た
幼
学
書
『
蒙
求
』
に
基
づ
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
る
故
事
説
話
の
う
ち
二
百
あ
ま
り
を
和
訳

し
た
上
で
、
各
話
の
後
に
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
和
歌
を
附
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
贅
言
を
費
や
す
よ
り
も
一
例
を
示
す
の
が
、
概
要
を
把

握
す
る
上
で
最
も
早
道
で
あ
ろ
う
。

<

研
究
論
文>
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【
用
例
一
】　

車
胤
聚
蛍　

蛍

晋
代
大
臣
也
。
河
東
人
也
。
位
至
大
司
空
。
見
晋
書
五
十
三
巻
。
車
胤
、
若
カ
リ
シ
時
コ
ノ
ミ
テ
書
ヲ
誦
ニ
、
家
マ
ヅ
シ
ク
シ
テ
油

ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
蛍
ヲ
ア
ツ
メ
テ
、
絹
ノ
フ
ク
ロ
ヲ
ヌ
イ
テ
、
ホ
タ
ル
ヲ
入
テ
ト
モ
シ
ビ
ト
シ
テ
、
フ
ミ
ヲ
ヨ
ミ
ケ
リ
。
後
ニ
司
徒

ニ
至
リ
ニ
ケ
リ
。

　
　
　

ヒ
ト
マ
キ
ヲ　

ア
ケ
モ
ハ
テ
ヌ
ニ　

ア
ケ
リ
ニ
ケ
リ　

ホ
タ
ル
ヲ
ト
モ
ス　

夏
ノ
夜
ノ
ソ
ラ

（
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
巻
二
夏
「
車
胤
聚
蛍　

蛍
」
二
九
）

こ
の
よ
う
に
『
蒙
求
和
歌
』
は
、
『
蒙
求
』
所
載
の
標
題
（
こ
の
例
で
言
え
ば
「
車
胤
聚
蛍
」
の
部
分
）
と
、
そ
の
標
題
に
関
す
る
故

事
説
話
の
和
訳
（
「
晋
代
大
臣
也
。
河
東
人
也
。
位
至
大
司
空
。
見
晋
書
五
十
三
巻
。
車
胤
、
若
カ
リ
シ
時
コ
ノ
ミ
テ
書
ヲ
誦
ニ
、
…
後

ニ
司
徒
ニ
至
リ
ニ
ケ
リ
」
の
部
分
）
、
そ
し
て
そ
の
説
話
に
対
応
す
る
和
歌
（
「
ヒ
ト
マ
キ
ヲ
…
」
）
の
三
つ
を
基
本
的
な
構
成
の
単
位
と

し
て
い
る
。
全
体
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
祝
・
羈
旅
・
閑
居
・
懐
旧
・
述
懐
・
哀
傷
・
管
弦
・
酒
・
雑
の
十
四
部
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
部
立
に
沿
っ
て
標
題
・
故
事
・
和
歌
が
二
百
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

光
行
は
、
こ
の
種
の
漢
籍
な
い
し
漢
故
事
に
基
づ
い
た
和
歌
集
を
、
他
に
二
種
執
筆
し
て
い
る
。
一
つ
は
李
嶠
『
李
嶠
百
詠
』
に
基
づ

く
『
百
詠
和
歌
』
、
も
う
一
つ
は
白
居
易
『
新
楽
府
』
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
『
楽
府
和
歌
』
（
佚
書
）
で
あ
り
、
『
蒙
求
和
歌
』
及
び
『
百

詠
和
歌
』
の
序
文
及
び
跋
文
か
ら
、
こ
れ
ら
三
部
の
歌
集
は
、
殆
ど
間
を
お
か
ず
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
池
田
利
夫
「
蒙
求

和
歌
の
成
立
と
伝
流
」
）
。

一
―
二
　
伝
本
系
統

さ
て
、
蒙
求
和
歌
の
伝
本
系
統
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
川
瀬
一
馬
（
「
唐
物
語
と
蒙
求
和
歌
」
）
に
よ
っ
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て
「
第
一
類
本
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
（
新
編
国
歌
大
観
『
蒙
求
和
歌　

平
仮
名
本
』
の
底
本
）
を
代
表
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
次
は
同
じ
く
川
瀬
以
来
「
第
二
類
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
（
新
編
国
歌
大
観
『
蒙
求
和
歌　

片
仮
名
本
』
の
底
本
、
影
印
『
附
音
増
広
古
注
蒙
求
蒙
求
和
歌
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
最
後
が
山
口
県

立
山
口
図
書
館
蔵
本
・
実
践
女
子
大
学
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
な
ど
で
、
「
第
三
類
本
」
と
呼
ば
れ
る
（
小
山
順
子
ほ
か
に
よ
る
翻
刻
が
あ

る
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
本
を
底
本
と
し
、
山
岸
文
庫
本
を
対
校
本
と
す
る
）
。

川
瀬
は
第
一
類
本
・
第
二
類
本
の
系
統
の
違
い
を
作
者
光
行
自
身
の
改
稿
の
結
果
と
考
え
、
そ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
初
稿
本
と
目
さ

れ
る
系
統
に
第
一
類
、
精
選
本
と
目
さ
れ
る
系
統
に
第
二
類
と
命
名
し
た
。
こ
の
う
ち
、
光
行
の
改
訂
と
い
う
見
方
は
、
池
田
利
夫
（
前

掲
書
）
を
中
心
と
す
る
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
第
一
類
・
第
二
類
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
第
二

類
の
方
が
先
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
川
瀬
説
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
支
持
を
受
け
て
い
な
い
。

本
稿
で
の
議
論
も
、
そ
の
先
後
関
係
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
類
本
〜
第
三
類
本
と
い
う
呼
称
は
、
順
序
を
連
想
さ
せ
て

誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
本
稿
の
中
で
は
適
切
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
類
本
は
伝
本
の
多
く
が
漢

字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
類
本
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
を
占
め

る
、
と
い
う
表
記
上
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
ら
が
な
本
（
系
統
）
」
「
カ
タ
カ
ナ
本
（
系
統
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
ま
た
第
三
類
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
ひ
ら
が
な
本
と
カ
タ
カ
ナ
本
の
双
方
を
参
看
し
整
え
ら
れ
た
本
文
を
持
つ

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
最
新
の
研
究
と
し
て
、
森
田
貴
之
「
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本
の
性
格
―
第
三
類
本
解
題
と
し
て
―
」

が
あ
る
）
の
で
、
「
混
態
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

一
―
三
　
研
究
の
目
的
と
意
義

本
稿
で
は
カ
タ
カ
ナ
本
系
統
と
ひ
ら
が
な
本
系
統
と
を
主
な
研
究
対
象
と
す
る
。
両
系
統
は
、
本
文
・
和
歌
の
大
部
分
を
共
通
の
も
の

と
す
る
が
、
細
部
で
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
相
違
は
、
単
に
個
別
に
異
な
っ
た
部
分
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
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く
、
あ
る
一
定
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
の
第
一
は
、
そ
の
違
い
、
特
に
文
体
的
相
違
が
ど
の
よ

う
な
方
向
性
の
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
、
光
行
の
改
稿
の
結
果
と
さ
れ
る
両
系
統
の
先
後

関
係
に
つ
い
て
も
、
考
え
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
目
的
を
設
定
す
る
理
由
と
意
義
に
つ
い
て
、
一
言
し
て
お
き
た
い
。
『
蒙
求
和
歌
』
は
決
し
て
著
名
な
作
品
で
は
な
く
、

文
藝
的
達
成
と
し
て
も
傑
出
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
資
料
の
、
し
か
も
伝
本
間
の
相
違
の
よ
う
な
些
末
と
も

見
ら
れ
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
の
筆
者
は
、
近
代
以
前
の
日
本
語
文
の
文
体
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
、
特
別
な
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
が
漢
文
の
訓
読
と
い
う
知
的
営
為
に
多
く
依
存
す
る
こ
と
、
特
に
初
期
物
語
な
ど
は
漢
文
訓
読
体
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
木
田
章
義
「
文
体
史
」
・
大
槻
信
「
古
代
日
本
語
の
う
つ
り
か

わ
り
―
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
―
」
な
ど
）
。
た
だ
そ
の
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

た
と
え
ば
『
竹
取
物
語
』
の
文
章
に
は
漢
文
訓
読
的
な
要
素
が
散
見
し
、
恐
ら
く
現
存
し
な
い
漢
文
の
『
竹
取
物
語
』
が
も
と
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
（
阪
倉
篤
義
「
竹
取
物
語
に
お
け
る
「
文
體
」
の
問
題
」
な
ど
）
。
し
か
し
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
の

和
文
『
竹
取
物
語
』
が
、
そ
の
漢
文
『
竹
取
物
語
』
と
ど
の
よ
う
に
共
通
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
操
作
・
改
変
し
て
成
立
し
た
の
か
、

現
存
し
な
い
も
の
だ
け
に
詳
し
い
こ
と
は
何
も
分
か
ら
な
い
。

そ
の
点
、『
蒙
求
和
歌
』
は
、
古
註
系
統
の
『
蒙
求
』
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
お
よ
そ
解
明
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
漢
文
に
基
づ
い
た
の
か
が
全
篇
に
わ
た
っ
て
略
明
確
な
、
稀
有
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
が

改
稿
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
文
体
的
変
化
を
蒙
っ
た
の
か
、
そ
の
方
向
性
を
知
る
こ
と
は
、
漢
文
な
い
し
訓
読
文
か
ら
和
文
を
生
み
出
す

と
い
う
営
み
の
実
態
を
よ
り
具
体
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
は
、
文
藝
史
上
の
地
位
は
低
く
、
や
や
時
代
が
下
る
憾

み
は
あ
る
も
の
の
、
以
上
の
よ
う
な
面
に
注
目
す
る
と
き
に
は
、
極
め
て
有
力
な
資
料
と
意
義
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二
　
調
査
の
方
法

『
蒙
求
和
歌
』
の
文
体
的
性
質
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
課
題
に
す
え
た
上
で
、
で
は
、
ど
の
よ
う
に
調
査
と
考
察
を
進
め
て

行
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

本
稿
で
は
、
説
話
末
尾
の
表
現
の
中
で
も
、
最
後
に
現
れ
る
一
語
な
い
し
一
言
語
単
位
に
注
目
す
る
。
た
と
え
ば
次
の
故
事
説
話
の
場

合
、
〈
ケ
リ
〉
と
い
う
語
が
説
話
の
最
後
に
現
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
。

　

【
用
例
二
】

孫
康
、
家
マ
ヅ
シ
ク
シ
テ
油
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
映テ

ラ
シ
テ

雪
ヲ

一

書
ヲ
読
ニ
ケ
リ
。
少ワ

カ
カ
リ
シ
時

、
小
人
ニ
マ
ジ
ハ
リ
ア
ソ
ブ
事
モ
ナ
ク
、
文

ニ
ノ
ミ
心
ヲ
ソ
メ
ケ
ル
。
後
ニ
御
史
大
夫
ニ
イ
タ
リ
ニ
ケ
リ
。

　
　

ヨ
モ
ス
ガ
ラ　

ス
ダ
レ
ヲ
ノ
ミ
ゾ　

カ
ヽ
ゲ
ツ
ル　

フ
ミ
シ
ル
ニ
ハ
ノ　

ユ
キ
ノ
ト
モ
シ
ビ

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
四
冬
「
孫
康
映
雪　

雪
」
五
九
）

ま
た
た
と
え
ば
次
の
説
話
の
場
合
に
は
、
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
言
語
単
位
が
末
尾
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

【
用
例
三
】

後
漢
孟
嘗
、
字
ハ
伯
周
ト
云
リ
。
合
浦
ノ
太
守
タ
リ
。
郡
ニ
ハ
田
ヲ
ナ
ム
ド
ツ
ク
ル
事
モ
無
シ
。
珠
許
ヲ
寶
ト
シ
テ
世
ヲ
ワ
タ
ル
所

ナ
リ
。
前
ノ
ツ
カ
サ
、
マ
ツ
リ
ゴ
ト
ヨ
コ
サ
マ
ニ
シ
テ
、
人
ヲ
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
、
珠
ヲ
ム
サ
ボ
ル
故
ニ
、
人
シ
リ
ゾ
キ
、
玉
、
交カ

ウ

趾シ

ニ

ウ
ツ
リ
ニ
ケ
リ
。
孟
嘗
、
心
清
潔
ニ
シ
テ
ム
サ
ボ
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
キ
故
ニ
、
シ
リ
ゾ
キ
ニ
シ
人
来
リ
ス
ミ
、
サ
リ
ニ
シ
珠
返
リ
ニ
ケ

リ
。
郡
ト
ミ
サ
カ
エ
テ
昔
ノ
如
シ
ト
云
ヘ
リ
。
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ア
レ
ハ
テ
シ　

カ
キ
ノ
ウ
ツ
ギ
モ　

花
サ
キ
テ　

昔
ニ
カ
ヘ
ル　

タ
マ
ガ
ハ
ノ
サ
ト

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
二
夏
「
孟
嘗
還
珠　

卯
花
」
二
二
）　

こ
の
よ
う
な
末
尾
の
一
語
な
い
し
一
言
語
単
位
を
ひ
ら
が
な
本
・
カ
タ
カ
ナ
本
両
系
統
の
全
話
に
わ
た
っ
て
調
査
す
る
と
、
次
の
十
種

類
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
〈
そ
の
他
〉
を
除
き
用
例
数
の
多
い
順
）
。

　
　

ケ
リ
、
ト
イ
ヘ
リ
、
ナ
リ
、
終
止
形
、
リ
、
ヌ
、
漢
文
、
タ
リ
、
ツ
、
そ
の
他

〈
ケ
リ
〉
が
助
動
詞
一
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
は
助
詞
・
動
詞
・
助
動
詞
の
三
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
り
、
ま
た

〈
終
止
形
〉
の
よ
う
な
形
式
的
な
分
類
と
〈
漢
文
〉
の
よ
う
な
文
体
的
な
分
類
が
混
在
し
て
い
た
り
と
、
原
理
的
統
一
を
缺
く
も
の
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
不
統
一
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
分
類
を
行
い
、
各
形
式
ご
と
の
用
例
数
を
集
計
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
系
統
の
差
異
を
可
視
化
し
て
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
よ
り
適
切
な
分
類

は
、
そ
の
後
で
ま
た
改
め
て
検
討
す
れ
ば
よ
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
結
果
と
考
察
一
（
説
話
末
尾
の
形
式
か
ら
見
た
文
体
的
性
質
）

三
―
一
　
結
　
果

前
節
に
紹
介
し
た
方
法
に
基
づ
き
、
カ
タ
カ
ナ
本
・
ひ
ら
が
な
本
の
各
説
話
末
尾
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
形
式
を
分
類
し
て
用
例

数
・
百
分
率
を
示
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
頁
の
表
一
・
二
の
よ
う
に
な
る
（
合
計
数
が
和
歌
の
数
に
一
致
し
な
い
が
、
両
系
統
と
も
に
標
題

ま
た
は
説
話
だ
け
が
あ
っ
て
歌
を
缺
く
も
の
が
あ
る
た
め
で
あ
る
）
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
一
見
す
る
限
り
、
両
系
統
の
間
に
殆
ど
差
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
同
じ
調
査
を
光
行
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の
同
趣
の
試
み
で
あ
る
『
百
詠
和
歌
』
に
対
し
て
行
っ
た
結
果
を
表
三
と
し
て
示
す

が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
き
に
は
特
に
、
カ
タ
カ
ナ
本
・
ひ
ら
が
な
本
間
の
違
い
は
実

に
微
々
た
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
の
『
百
詠
和
歌
』
の
傾
向
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。
し
ば
ら
く
こ
の
表

三
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
『
蒙
求
和
歌
』
の
分

析
へ
と
移
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
―
二
　『
百
詠
和
歌
』
の
文
体
に
つ
い
て

『
百
詠
和
歌
』
の
説
話
末
尾
形
式
（
表
三
）
を
『
蒙
求
和
歌
』
（
表
一
・
二
）
と
比
較

す
る
と
き
、
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
で
最
大
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の

が
ひ
ら
が
な
本
・
カ
タ
カ
ナ
本
と
も
に
〈
ケ
リ
〉
の
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
百
詠

和
歌
』
で
は
そ
れ
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
象
が
何
を
表
し

て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は

〈
漢
文
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
説
話
の
末
尾
に
和
文
で
は
な
く
漢
文
が
そ
の
ま
ま
の
形

で
配
さ
れ
て
い
る
、
次
の
よ
う
な
も
の
の
こ
と
を
い
う
。

【
用
例
四
】

古
壁
丹
青
色 

古
壁
に
お
ひ
た
る
苔
、
文
彩
あ
り
と
云
へ
り
、
山
水
の
景
色
を
壁

の
絵
に
か
け
る
あ
り
、
章
孝
標
詠
云
、
雨
滴
膠
山
断
、
風
吹
消
海
秋
也

表一：カタカナ本の説話末尾形式

用例数 百分率

ケリ 128 50.4%
トイヘリ 37 14.6%
ナリ 34 13.4%
終止形 17 6.7%
リ 11 4.3%
ヌ 11 4.3%
漢文 10 3.9%
タリ 3 1.2%
ツ 1 0.4%
その他 2 0.8%
合計 254 100%

表二：ひらがな本の説話末尾形式

用例数 百分率

ケリ 112 52.8%
トイヘリ 28 13.2%
ナリ 18 8.5%
終止形 14 6.6%
リ 12 5.7%
ヌ 11 5.2%
漢文 11 5.2%
タリ 2 0.9%
ツ 1 0.5%
その他 3 1.4%
合計 212 100%

表三：『百詠和歌』の説話末尾形式

用例数 百分率

トイヘリ 103 42.7%
終止形 28 11.6%
漢文 28 11.6%
リ 27 11.2%
ナリ 26 10.8%
ヌ 12 5.0%
ケリ 8 3.3%
タリ 8 3.3%
ツ 0 0.0%
その他 1 0.4%
合計 241 100%
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あ
き
山
の　

こ
ず
ゑ
は
や
す
く　

う
つ
し
け
り　

し
か
の
ね
の
み
ぞ　

筆
に
ま
か
せ
ぬ

（
『
百
詠
和
歌
』
巻
二
「
山
」
二
一
）

こ
の
種
の
形
式
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
（
表
一
・
二
）
で
は
全
体
の
５
％
程
度
で
あ
る
も
の
が
、
『
百
詠
和
歌
』
（
表
三
）
で
は
10
％
を
超
え

る
ほ
ど
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
決
し
て
顕
著
な
違
い
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
た
だ
一
点
に
限
定
し
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
と
『
百
詠
和

歌
』
と
の
言
語
的
性
質
の
違
い
を
最
も
端
的
に
言
え
ば
、
『
百
詠
和
歌
』
の
方
が
漢
文
の
部
分
を
多
く
持
つ
文
体
と
な
っ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
〈
漢
文
〉
の
絶
対
数
は
決
し
て
多
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
見
方
は
、
単
純
に
過
ぎ
る
も

の
で
は
あ
る
。
だ
が
一
方
で
そ
れ
は
、
全
体
の
傾
向
を
相
当
程
度
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
に

見
た
事
象
、
す
な
わ
ち
『
蒙
求
和
歌
』
の
説
話
末
尾
形
式
が
〈
ケ
リ
〉
を
基
調
と
す
る
の
に
対
し
、
『
百
詠
和
歌
』
は
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
が

多
く
〈
ケ
リ
〉
が
少
な
い
、
と
い
う
事
象
も
、
こ
れ
と
同
趣
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ケ
リ
の
側
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
語
が
漢
文
訓
読
に
お
い
て
用
い
ら
れ
に
く
い
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た

と
え
ば
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讀
語
に
つ
き
て
の
研
究
』　

で
は
、
「
回
想
の
助
動
詞
に
は
「
キ
」
と
「
ケ
リ
」
と
あ
る
が
、
こ
の

内
訓
点
で
は
殆
ど
「
キ
」
が
専
用
さ
れ
、
「
ケ
リ
」
は
極
く
僅
か
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
「
ケ
リ
」
も
、
詠
嘆
と
し
て
文
末
を
結
ぶ
例
が

大
部
分
」
（
六
百
九
十
二
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
先
掲
阪
倉
論
文
で
は
、
『
竹
取
』
の
文
章
は
訓
読
文
的
傾
向
の
強
い
文
章
を

基
調
と
し
な
が
ら
、
内
容
上
の
切
れ
目
ご
と
に
そ
れ
と
は
特
徴
の
異
な
る
文
体
が
現
れ
、
そ
こ
に
ケ
リ
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と

論
じ
て
い
る
。
ケ
リ
を
用
い
る
文
体
は
、
訓
読
文
と
は
異
質
な
も
の
、
端
的
に
言
え
ば
和
文
的
な
文
体
な
の
で
あ
る
。

一
方
ト
イ
ヘ
リ
は
、
右
の
よ
う
な
和
文
的
な
ケ
リ
と
は
異
な
り
、
漢
文
訓
読
の
文
体
で
用
い
う
る
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

次
の
例
の
よ
う
に
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
呼
応
を
持
つ
も
の
は
、
訓
読
文
的
性
格
が
顕
著
で
あ
る
。
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【
用
例
五
】

秋
来
葉
早
紅 

な
し
の
葉
は
秋
を
ま
ち
て
く
れ
な
ゐ
也
、
詩
云
、
梨
紅
大
谷
晩
と
い
へ
り

　
　

伊
せ
島
や　

い
く
し
ほ
風
の　

そ
め
つ
ら
ん　

か
ら
く
れ
な
ゐ
の　

お
ふ
の
浦
な
し

（
『
百
詠
和
歌
』
巻
四
「
梨
」
七
五
）

現
代
語
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
イ
ハ
ク
の
部
分
と
ト
イ
ヘ
リ
の
部
分
が
意
味
的
に
重
複
し
て
し
ま
う
た
め
、
冗
長
で
洗
練
さ
れ
な
い
印

象
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
呼
応
の
形
式
は
、　

漢
文
訓
読
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
引
用
の
語
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
（
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
讀
の
國
語
史
的
研
究
』
な
ど
）
。
築
島
裕
は
こ
の
種
の
呼
応
が
和
文
で
は

殆
ど
見
ら
れ
な
い
旨
を
報
告
し
て
お
り
（
築
島
前
掲
書
七
百
六
十
七
～
八
頁
）
、
ま
た
遠
藤
嘉
基
は
、
こ
の
形
式
が
假
名
物
語
に
は
き
わ

め
て
少
な
く
、
漢
文
か
ら
の
翻
訳
を
も
と
と
す
る
『
唐
物
語
』
に
散
見
す
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
竹
取
物
語
の
文
章
と
語
法
序
説

―
特
に
対
話
の
文
に
つ
い
て
―
」
）
。

以
上
を
要
す
る
に
、
『
百
詠
和
歌
』
を
調
査
し
た
表
三
に
お
い
て
、
表
一
・
二
（
『
蒙
求
和
歌
』
の
調
査
結
果
）
に
比
し
て
〈
漢
文
〉
が

多
い
こ
と
、
〈
ケ
リ
〉
が
少
な
く
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
が
多
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
事
実
は
、
文
体
的
観
点
か
ら
は
い
ず
れ
も
、
訓
読
文
的
傾

向
が
強
い
一
方
、
和
文
的
色
彩
は
薄
い
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
方
向
性
は
、
『
百
詠
和
歌
』
の
文
章
の
成
り
立
ち

か
ら
も
支
持
さ
れ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
『
百
詠
和
歌
』
の
説
話
部
分
は
、
そ
も
そ
も
説
話
と
い
う
よ

り
語
釈
的
な
要
素
が
強
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
語
釈
的
な
成
り
立
ち
の
文
章
は
原
漢
文
に
密
着
し
た
文
体
を
生
み
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
文
体
的
特
徴
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
ま
た
そ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
〈
ケ
リ
〉
の
使
用
や
〈
イ
ハ
ク
…

ト
イ
ヘ
リ
〉
の
呼
応
の
多
寡
に
よ
っ
て
文
体
的
性
質
、
特
に
訓
読
文
的
傾
向
の
強
弱
を
は
か
る
、
と
い
う
本
稿
の
方
法
の
妥
当
性
も
支
持

さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
―
三
　『
蒙
求
和
歌
』
の
文
体
に
つ
い
て

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
『
百
詠
和
歌
』
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
分
析
へ
と
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

『
蒙
求
和
歌
』
の
説
話
末
尾
形
式
で
特
徴
的
な
の
は
、
『
百
詠
和
歌
』
（
表
三
）
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
を
基
調
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
カ

タ
カ
ナ
本
（
表
一
）
・
ひ
ら
が
な
本
（
表
二
）
と
も
に
〈
ケ
リ
〉
が
も
っ
と
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
前
節
に
『
百
詠
和
歌
』
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
の
ち
ょ
う
ど
裏
返
し
に
な
る
が
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
文
体
の
訓
読
文
的

要
素
は
相
対
的
に
弱
く
、
『
百
詠
和
歌
』
よ
り
も
和
文
的
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
訓
読
文
的
要
素
は
『
蒙
求
和
歌
』

に
は
残
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
文
体
的
傾
向
は
カ
タ
カ
ナ
本
と
ひ
ら
が
な
本
と
の
間
で
差
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
先
に
取
り
上
げ
た
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
呼
応
に
注
目
し
て
考
え
る
と
、
両
系
統
の
間
に
は
一
定
の
方

向
性
を
有
す
る
文
体
差
が
あ
り
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
よ
り
訓
読
文
的
傾
向
が
強
く
、
ひ
ら
が
な
本
は
そ
れ
が
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ

そ
れ
を
示
す
に
は
、
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
形
式
に
つ
い
て
や
や
細
か
く
分
析
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
順
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
。ま

ず
説
話
末
尾
の
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
に
つ
い
て
、
事
実
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
カ
タ
カ
ナ
本
と
ひ
ら
が
な
本
に
お
い
て
、
同
一
の
説
話

が
両
系
統
に
採
録
さ
れ
、
末
尾
形
式
が
と
も
に
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
で
あ
る
も
の
は
二
十
一
組
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿
で
は
問
題
と
し
な
い
。

ま
た
両
系
統
間
で
は
そ
も
そ
も
採
録
さ
れ
て
い
る
説
話
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
り
、
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
形
式
を
末
尾
に
有
す
る
も
の
だ
け
で
、

カ
タ
カ
ナ
本
の
説
話
が
ひ
ら
が
な
本
に
載
ら
な
い
も
の
が
十
例
、
逆
に
ひ
ら
が
な
本
の
説
話
が
カ
タ
カ
ナ
本
に
な
い
も
の
が
一
例
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
も
、
当
面
の
考
察
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
方
の
系
統
に
だ
け
採
録
さ
れ
る
説
話
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も

勿
論
意
味
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
目
的
は
、
両
系
統
間
で
行
わ
れ
た
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
に
関
連
す
る
改
訂
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
除
く
と
、
同
一
の
説
話
が
両
系
統
に
採
録
さ
れ
、
し
か
も
末
尾
の
形
式
が
一
方
だ
け
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
で
あ
る
も
の
は
、
十
二
組

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
さ
ら
に
、
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Ａ　

ひ
ら
が
な
本
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
形
式
で
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
も
の
（
「
真
長
望
月
」
「
王
濬
懸
刀
」
「
季

布
一
諾
」
「
師
曠
清
耳
」
の
四
組
）

Ｂ　

カ
タ
カ
ナ
本
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
形
式
で
な
く
、
ひ
ら
が
な
本
の
み
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
も
の
（
「
史
丹
青
蒲
」
「
王
承
魚
盗
」
の
二

組
）

Ｃ　

一
見
末
尾
の
形
式
が
異
な
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
同
じ
形
式
と
見
ら
れ
る
も
の
（
「
斉
景
駟
千
」
「
劉
寵
一
銭
」
「
時
苗
留
犢
」

「
盧
充
幽
婚
」
「
謝
敷
應
星
」
「
向
子
聞
笛
」
の
六
組
）

の
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
、
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

最
初
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
Ｃ
の
類
型
で
あ
る
。
こ
の
類
型
は
、
末
尾
の
形
式
が
一
見
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
実
質
的

に
は
同
じ
形
式
と
見
な
し
て
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
先
に
言
及
し
た
末
尾
形
式
が
共
通
す
る
二
十
一
組
の
グ
ル
ー
プ
に
吸

収
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
「
斉
景
駟
千
」
の
場
合
、

【
用
例
六
】

イ
）
斉
景
駟
千　

春
駒　

馬
四
疋
為
駟　

駟
千
ハ
四
千
疋
也
《
以
上
標
題
と
そ
れ
に
附
さ
れ
た
註
釈
。
原
本
は
こ
こ
で
改
行
す
る
》

斉
ノ
景
公
ノ
馬

千
駟
ア
リ
。
死
時
、
其
徳
ヲ
云
人
ナ
カ
リ
キ
ト
云
ヘ
リ
。　
　
　
　
　
　

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
一
春
「
斉
景
駟
千　

春
駒
」
一
〇
）

ロ
）
斉
の
景
公
ニ

馬
千
駟
あ
り
。
し
ぬ
る
時
、
其
徳
を
云
人
な
か
り
き
云
へ
り
。
駟
千
は
四
千
疋
な
り
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
一
春
「
斉
景
駟
千　

春
駒
」
一
〇
）

カ
タ
カ
ナ
本
の
説
話
末
尾
部
分
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
で
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
本
に
も
そ
れ
と
対
応
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
（
原
本
「
と
」
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を
脱
す
）
。
た
だ
ひ
ら
が
な
本
に
は
「
駟
千
は
四
千
疋
な
り
」
と
い
う
註
釈
が
附
加
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
本
稿
の
調
査
の
方
法
か
ら
は

末
尾
形
式
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
註
釈
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
で
は
同
じ
内
容
が
標
題
の
下
に
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
見
て
も
、
説
話
の
内
容
も
末
尾
の
形
式
も
同
じ
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
「
劉

寵
一
銭
」
「
盧
充
幽
婚
」
が
あ
る
。

ま
た
「
謝
敷
應
星
」
で
は
、

【
用
例
七
】　

イ
）
…
ソ
ノ
後
、
會
稽
ノ
人
士
、
呉
ノ
人
ヲ
ア
ザ
ケ
リ
テ
云
ク
、
呉
中
ノ
高
士
ハ
死
ヲ
モ
ト
ム
レ
ド
モ
エ
ズ
ト
云
ヘ
リ
ケ
リ
。

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
一
哀
傷
「
謝
敷
應
星
」
一
五
八
）

ロ
）
…
其
後
、
會
稽
の
人
士
、
呉
人
を
あ
ざ
け
り
て
云
く
、
呉
中
の
高
士
、
死
を
求
れ
ど
も
え
ず
と
云
り
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
一
哀
傷
「
謝
敷
應
星
」
一
四
〇
）

カ
タ
カ
ナ
本
の
末
尾
部
分
が
「
ト
云
ヘ
リ
ケ
リ
」
で
、
本
稿
の
調
査
の
方
法
か
ら
は
〈
ケ
リ
〉
形
式
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
ひ
ら
が
な
本

の
「
と
云
り
」
と
は
別
形
式
に
認
定
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
を
核
に
持
つ
形
式
で
あ
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
同
じ
形
式
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
扱
う
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

よ
く
似
た
例
と
し
て
、
「
時
苗
留
犢
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
用
例
八
】

イ
）
…
時
苗
、
年
限
キ
ハ
マ
リ
テ
任
ヲ
サ
ル
ト
キ
、
犢
ヲ
ト
ヾ
メ
テ
云
ク
、
コ
ノ
土
ノ
所
ロ
ヨ
リ
生
ル
、
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
ト
ド
ム
、

ト
云
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
二
夏
「
時
苗
留
犢　

菖
蒲
」
二
五
）
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ロ
）
…
時
苗
、
年
限
き
は
ま
り
て
任
を
さ
る
時
、
犢
を
と
ゞ
め
て
云
く
、
こ
の
土
の
所
生
せ
る
、
故
ニ

と
ゞ
む
、
と
云
り
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
二
夏
「
時
苗
留
犢　

菖
蒲
」
二
四
）

カ
タ
カ
ナ
本
の
末
尾
「
ト
云
」
は
、
厳
密
に
は
読
み
方
が
確
定
で
き
な
い
が
、
假
に
「
ト
イ
フ
」
と
読
ん
で
〈
終
止
形
〉
形
式
に
分
類
し

た
。
ひ
ら
が
な
本
「
と
云
り
」
は
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
形
式
で
あ
る
が
、
カ
タ
カ
ナ
本
「
ト
イ
フ
」
と
の
差
は
、
同
じ
形
式
の
内
部
の
小
異

と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
本
系
統
で
も
早
稲
田
大
学
本
な
ど
「
ト
云
リ
」
に
作
る
伝
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
場
合
は

全
く
同
じ
形
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
と
は
ま
た
少
し
異
な
る
が
、
次
の
「
向
子
聞
笛
」
も
同
様
で
あ
る
。
末
尾
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ

【
用
例
九
】

イ
）
…
カ
ハ
ラ
ヌ
ス
ミ
カ
ヲ
ミ
ル
ニ
モ
、
ユ
ク
ス
ヱ
ナ
ク
ナ
リ
ニ
シ
ア
ハ
レ
ヲ
ヽ
シ
ビ
ツ
ヾ
ク
ル
ヲ
リ
シ
モ
、
ト
ナ
リ
ニ
フ
エ
ノ
コ

ヱ
ノ
ス
ル
ヲ
キ
ヽ
テ
、
涙
ヲ
ヽ
サ
ヘ
テ
、
思
舊
賦
ヲ
ツ
ク
レ
リ
シ
ソ
ノ
コ
ト
バ
ニ
云
ク
、
隣
人
有
吹
笛
ヲ

一

者
、
發
ス
ル
コ
ト

其
ノ

聲
ヲ

一

寥
亮
ナ
リ

、
想
モ
フ

疇
昔
ノ

遊
宴
之
好
ヲ

一

、
ト
云
リ
。　
　
　
　
　
　

   

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
二
管
弦
「
向
子
聞
笛
」
一
六
七
）

ロ
）
…
か
は
ら
ぬ
棲
と
み
る
に
も
、
ゆ
く
す
ゑ
近
は
遠
く
成
る
ま
じ
、
哀
を
思
つ
づ
く
る
お
り
ふ
し
も
、
隣
に
笛
の
声
の
す
る
を
聞

て
、
涙
を
押
へ
て
思
舊
賦
を
作
れ
り
。
其
詞
云
、
隣
人
有
吹
笛
ヲ

者
、
發
ス
ル
コ
ト

二

其
聲
ヲ

寥
亮
タ
リ

、
追
想
疇
昔
遊
宴
之
好
ト

か
け

り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
二
管
弦
「
向
子
聞
笛
」
一
四
八
）

の
如
き
で
あ
る
が
、
「
隣
人
有
吹
笛
者
」
以
下
の
『
思
舊
賦
』
の
内
容
を
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
「
ト
云
リ
」
と
動
詞
「
云
ふ
」
を
用
い
て
引

用
す
る
の
に
対
し
、
ひ
ら
が
な
本
で
は
異
な
る
動
詞
「
書
く
」
を
使
っ
て
「
と
か
け
り
」
と
す
る
、
と
い
う
の
み
の
違
い
で
あ
っ
て
、
こ

れ
も
本
質
的
な
違
い
と
は
認
め
が
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
か
ら
が
本
質
的
な
違
い
で
、
ど
こ
ま
で
が
同
質
の
も
の
の
変
異
と
認
め
る
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か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
【
用
例
七
】
か
ら
【
用
例
九
】
ま
で
の
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
〈
イ
ハ
ク
〉
と
の
呼
応
を
持
つ

（
〈
イ
ハ
ク
〉
に
当
た
る
部
分
に　
　
　

を
施
し
た
）
伝
統
的
な
引
用
の
形
式
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
に
連
続
す
る

も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
Ｃ
の
類
型
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
と
ひ
ら
が
な
本
と
が
実
質
的
に
同
一
の
形
式
と
見
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
本
稿
の
検
討

の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
検
討
の
対
象
は
こ
こ
で
、
残
る
二
つ
の
類
型
Ａ
・
Ｂ
に
ま
で
絞
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

Ａ
の
類
型
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
説
話
末
尾
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
四
組
全
て
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

【
用
例
十
】

イ
）
…
季
布
、
ヘ
ツ
ラ
ヒ
シ
タ
ガ
ハ
ジ
ト
云
テ
、
属
シ
テ

朱
家
ニ

一

、
カ
ク
レ
ヰ
ニ
ケ
リ
。
後
ニ
思
ユ
ル
シ
テ
為
リ

郎
ト

一

、
ハ
ナ
ハ
ダ

ヲ
モ
ク
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
時
ノ
人
ノ
コ
ト
ハ
ザ
ニ
云
ク
、
得
ヨ
リ
ハ

黄
金
百
鎰イ

ツ
ヲ

一

、
不
如
季
布
一
諾
ニ
ハ

ト
云
リ
。

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
述
懐
「
季
布
一
諾
」
一
四
一
）
。

ロ
）
…
季
布
へ
つ
ら
ひ
随
ふ
心
な
く
し
て
、
属
シ
テ

朱
家
ニ

一

、
か
く
れ
ゐ
に
け
り
。
後
に
思
ゆ
る
し
て
郎
と
為
、
甚
ダ

重
く
せ
ら
れ
け

り
。
時
の
人
の
こ
と
は
ざ
に
云 

ク

、
得
ン
ヨ
リ
ハ

二

黄
金
百
鎰
ヲ

一

、
不
如
季
布
ガ

一
諾
ニ
ハ

。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
述
懐
「
季
布
一
諾
」
一
二
三
）

【
用
例
十
一
】

イ
）
…
月
ノ
ク
マ
ナ
キ
ヨ
、
真
長
、
簡
文
ガ
モ
ト
ニ
ユ
キ
テ
ア
ソ
ブ
ニ
、
真
長
愀シ

ウ
ゼ
ム然

ト
シ
テ
ナ
ゲ
キ
テ
云
ク
、
清
風
朗
月
ニ
ウ
ラ
ム

ル
ユ
ヱ
ハ
玄
度
ガ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
ゾ
ト
云
リ
。
玄
度
ヲ
バ
ス
キ
モ
ノ
ト
云
リ
。
（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
三
秋
「
真
長
望
月　

月
」
四
八
）

ロ
）
…
月
の
く
ま
な
き
よ
、
真
長
、
簡
文
が
許
行
て
遊
に
、
真
長
、
愀
然
と
し
て
な
げ
き
て
云
く
、
清
風
朗
月
に
恨
く
は
、
玄
度
が

な
き
こ
と
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
三
秋
「
真
長
望
月
」
四
六
）
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【
用
例
十
二
】

イ
）
…
時
ニ
主
簿
李リ

牧ボ
ク

ア
ハ
セ
テ
云
ク
、
三
刀
ヲ

州
ノ

字
ト
ス

。
一
刀
ヲ

マ
ス
ヲ
バ
益
州
ト
ス
。
汝
ヂ

、
益
州
ノ

刺
史
ニ
ゾ
ナ
ラ
ム
ズ
ラ

ム
、
ト
ア
ハ
セ
テ
ケ
リ
。
後
ニ
益
州
刺
史
ト
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
或
説
云
、
王
濬
、
字
士
治
、
主
簿
李
毅
ト
モ
云
リ
。

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
六
祝
「
王
濬
懸
刀
」
九
三
）

ロ
）
…
時
に
主
簿
李
牧
あ
は
せ
て
云
ク

、
三
刀
を
刕
の
字
と
す
。
一
刀
を
益
を
ば
益
州
と
す
。
汝
、
益
州
の
刺
史
に
な
ら
む
ず
ら
ん
、

と
あ
は
せ
て
け
り
。
後
に
益
州
の
刺
史
と
な
り
に
け
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
六
祝
「
王
濬
懸
刀
」
八
二
）

【
用
例
十
三
】

イ
）
…
照
王
ト
キ
ニ
琴
ヲ
ヒ
カ
シ
ム
ル
ニ
、
風
曲
ヲ
ヒ
ク
時
ハ
、
大
風
フ
キ
テ
ヤ
ノ
カ
ハ
ラ
ミ
ナ
ト
ビ
、
雨
曲
ヲ
ヒ
ク
ト
キ
ハ
、
天

曀イ
チ

々〳
〵

ト
シ
テ
雨
ク
ダ
リ
ケ
リ
。
師
曠
ガ
琴
曲
ハ
陰
陽
調
和
ス
ト
ゾ
王
ホ
メ
給
ヒ
ケ
ル
。
《
原
本
こ
こ
で
改
行
す
る
。
以
下
お
よ
そ
一
字
分

字
下
げ
》

師
曠
シ
ニ
テ
後
、
ヒ
ト
ツ
ノ
琴
ア
リ
。
カ
ナ
シ
ビ
ナ
ケ
ル
コ
エ
ア
リ
ト
云
へ
リ
。

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
二
管
弦
「
師
曠
清
耳
」
一
七
〇
）

ロ
）
…
照
王
の
時
、
琴
を
ひ
か
し
む
る
に
、
鳳
曲
を
ひ
く
と
き
は
、
大
風
吹
て
屋
の
瓦
皆
飛
、
雨
の
曲
を
ひ
く
時
は
、
天
曀
々
、
雨

く
だ
り
け
り
。
師
曠
が
琴
曲
は
陰
陽
調
和
す
と
ぞ
王
ほ
め
給
け
る
。
師
曠
死
て
後
、
一
の
琴
あ
り
。
悲
泣
の
声
あ
り
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
二
管
弦
「
師
曠
清
耳
」
一
五
二
）

こ
れ
ら
の
例
を
通
じ
て
、
僅
差
な
が
ら
両
系
統
の
言
語
的
性
質
の
違
い
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
も
重
要
な
例
は
、
【
用
例
十
】
の
「
季
布
一
諾
」
で
あ
る
。
末
尾
の
一
文
は
両
系
統
で
共
通
す
る
内
容
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
カ
タ

カ
ナ
本
は
「
時
ノ
人
ノ
コ
ト
ハ
ザ
ニ
云
ク
」
と
あ
る
後
に
諺
を
引
用
し
、
そ
の
最
後
を
上
の
「
云
ク
」
に
呼
応
す
る
「
ト
云
リ
」
で
結
ん

で
い
る
。
一
方
ひ
ら
が
な
本
は
、
「
時
の
人
の
こ
と
は
ざ
に
云
ク

」
の
部
分
は
基
本
的
に
カ
タ
カ
ナ
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
る

諺
の
後
に
は
上
の
「
云
ク

」
に
呼
応
す
る
結
び
の
言
葉
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
言
い
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
節
に
述
べ
た
よ
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う
に
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
呼
応
は
、
漢
文
訓
読
に
お
け
る
伝
統
的
な
引
用
の
形
式
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
の
両
系
統

の
違
い
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
ひ
ら
が
な
本
よ
り
も
訓
読
文
的
傾
向
が
強
い
、
と
記
述
し
う
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
様
の
現
象
は
【
用
例
十
一
】
「
真
長
望
月
」
で
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
例
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
末
尾
は
「
玄
度
ヲ
バ
ス
キ
モ
ノ
ト

云
リ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
説
話
末
に
加
え
ら
れ
た
註
釈
的
な
部
分
で
、
両
系
統
の
違
い
を
考
え
る
上
で
実
質
的
に
問
題
と
す
べ
き
は
そ

の
前
の
部
分
、
す
な
わ
ち
カ
タ
カ
ナ
本
「
真
長
愀
然
ト
シ
テ
ナ
ゲ
キ
テ
云
ク
、
清
風
朗
月
ニ
ウ
ラ
ム
ル
ユ
ヱ
ハ
玄
度
ガ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
ゾ
ト

云
リ
」
と
ひ
ら
が
な
本
「
真
長
、
愀
然
と
し
て
な
げ
き
て
云
く
、
清
風
朗
月
に
恨
く
は
、
玄
度
が
な
き
こ
と
を
」
で
あ
る
。
両
者
を
対
照

す
る
と
、
こ
こ
で
も
カ
タ
カ
ナ
本
が
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
訓
読
文
的
呼
応
を
持
つ
の
に
対
し
、
ひ
ら
が
な
本
は
「
云
く
」
の

部
分
は
あ
る
も
の
の
そ
の
よ
う
な
呼
応
は
成
立
し
て
い
な
い
。
ひ
ら
が
な
本
の
引
用
内
容
は
、
む
き
出
し
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

【
用
例
十
二
】
「
王
濬
懸
刀
」
も
、
同
様
の
傾
向
を
示
す
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
例
は
、
説
話
の
内
容
自
体
は
実
質
的
末
尾
部
分
（
「
後

ニ
益
州
刺
史
ト
ナ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
「
後
に
益
州
の
刺
史
と
な
り
に
け
り
」
）
を
含
め
て
共
通
す
る
が
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
そ
の
後
に
註
釈

的
な
内
容
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
が
有
す
る
註
釈
部
分
に
お
い
て
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い

う
訓
読
文
的
呼
応
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
本
稿
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
全
体
の
数
か
ら
見
れ
ば
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
【
用
例
十
三
】
「
師
曠
清
耳
」
の
よ
う
に
、
カ
タ
カ
ナ
本
に
の
み

「
ト
云
ヘ
リ
」
が
付
加
さ
れ
て
い
、
し
か
も
そ
れ
が
〈
イ
ハ
ク
〉
に
呼
応
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
例
だ
け
で
は
決
定
的
な

こ
と
は
言
い
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
、
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
両
系
統
の
本
文
は
も
と
も
と
よ
く
似
て
お
り
、
相
違
す
る
部
分
は
光
行
自
身
の
改
稿
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
本
稿

も
そ
の
見
方
を
継
承
す
る
。
と
す
れ
ば
、
変
化
が
あ
っ
た
部
分
は
、
改
訂
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
、
な
い
し
改
編
す
る
価
値
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
量
的
に
は
僅
か
で
あ
る
も
の
の
、
質
的
な
意
義
は
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
考
え
る

と
、
以
上
の
【
用
例
十
】
か
ら
【
用
例
十
二
】
ま
で
を
根
拠
に
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
ひ
ら
が
な
本
に
比
し
て
訓
読
文
的
傾
向
が
強
く
、
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逆
に
ひ
ら
が
な
本
は
そ
の
傾
向
が
相
対
的
に
弱
い
、
と
い
う
假
説
を
提
示
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ひ
ら
が
な
本
に
も
訓

読
文
的
呼
応
は
認
め
ら
れ
る
し
、
カ
タ
カ
ナ
本
に
も
和
文
的
要
素
は
皆
無
で
は
な
い
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
ゆ
る
や
か
な

方
向
性
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
右
の
假
説
は
、
次
に
論
ず
る
Ｂ
の
類
型
に
お
い
て
も
、
反
証
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

Ｂ
の
類
型
と
い
う
の
は
、
ひ
ら
が
な
本
の
み
説
話
末
尾
の
形
式
が
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
で
、
カ
タ
カ
ナ
本
は
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
で
は
な
い
も
の

で
あ
る
。
次
の
二
組
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

【
用
例
十
四
】

イ
）
…
史
丹
、
ヲ
ホ
ヤ
ケ
ノ
御
ト
ノ
ゴ
モ
レ
ル
内
ニ
入
テ
、
青
蒲
ノ
ウ
ヱ
ニ
フ
シ
テ
、
皇（

よ
つ
） 儲

ギ

サ
ダ
マ
リ
ニ
シ
ウ
ヱ
ニ
、
ヨ
コ
サ
マ

ノ
マ
ツ
リ
ゴ
ト
出
キ
タ
ラ
バ
、
ス
グ
ニ
世
ノ
ミ
ダ
レ
ト
成
ル
ベ
シ
ト
ナ
ク
〳
〵
イ
サ
メ
申
ケ
レ
バ
、
ヲ
ホ
ヤ
ケ
此
ニ
随
ヒ
給
ケ

リ
。
《
原
本
こ
こ
で
改
行
す
る
。
以
下
お
よ
そ
二
字
分
字
下
げ
》

青
蒲
ハ
ア
ヲ
キ
ガ
マ
ノ
莚
ナ
リ
。
又
青
規
ノ
地
ヲ
青
蒲
ト
云
也
。

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
一
春
「
史
丹
青
蒲　

花
」
七
）

ロ
）
…
史
丹
、
公
の
御
と
の
ご
も
れ
る
所
へ
進
み
望
て
、
青
蒲
の
上
に
し
て
、
皇
儲
定
ま
り
し
う
へ
に
よ
こ
し
ま
の
政
出
来
ば
、
既

に
世
の
乱
と
な
る
べ
し
。
泣
々
諫
め
申
し
け
れ
ば
、
公
此
に
随
ひ
た
ま
へ
り
。
《
原
本
こ
こ
で
改
行
す
る
。
以
下
お
よ
そ
一
字
分
字
下
げ
。

こ
の
部
分
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
原
本
マ
マ
》
青
蒲
ハ
ア
ヲ
キ
ガ
マ
莚
ナ
リ
。
キ
サ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
人
ハ
ノ
ボ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
リ
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
一
春
「
史
丹
青
蒲　

花
」
七
）

【
用
例
十
五
】

イ
）
…
ソ
ノ
人
ヲ
ト
フ
ニ
、
ワ
レ
、
シ
ノ
モ
ト
ニ
ユ
キ
テ
書
ヲ
ヨ
ム
ホ
ド
ニ
、
日
ノ
ク
ル
ヽ
ヲ
ワ
ス
レ
テ
、
ヨ
ニ
入
リ
テ
ユ
キ
カ
ヽ

レ
ル
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
文
ヲ
コ
ノ
メ
ル
心
ザ
シ
ヲ
ホ
メ
テ
、
鞭
撻
シ
テ

寗
越エ

ツ
ヲ

一

、
立
テ
ル
コ
ト

威
名
ヲ

一

、
非
ズ
ト

致
化
之
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本
ト
ニ

一

イ
ヒ
テ
、
ツ
カ
ヒ
ヲ
ソ
ヘ
テ
家
ニ
カ
ヘ
シ
ヲ
イ
テ
ケ
リ
。　
　
　
　

   

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
四
雑
「
王
承
魚
盗
」
二
二
二
）

ロ
）
…
其
人
を
問
に
、
吾
師
の
も
と
に
行
て
書
を
讀
ほ
ど
に
、
日
の
く
る
ゝ
を
忘
て
、
夜
に
入
て
ゆ
き
か
か
れ
る
な
り
と
い
へ
り
。

文
を
好
め
る
志
を
ほ
め
て
、
鞭
撻
せ
し
む
る
こ
と
な
し
。
夜
ヲ

犯
せ
る
物
に
非
ず
、
家
に
帰
し
を
く
べ
し
、
と
云
り
。

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
四
雑
「
王
承
魚
盗
」
一
九
八
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
Ａ
の
類
型
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
特
定
の
文
体
的
方
向
性
は
看
取
し
づ
ら
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
前
に
示
し
た

假
説
を
反
証
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
確
か
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
順
に
確
認
し
て
い
こ
う
。

【
用
例
十
四
】
は
や
や
問
題
が
あ
り
、
両
系
統
と
も
「
青
蒲
ハ
ア
ヲ
キ
ガ
マ
」
以
下
の
部
分
は
、
改
行
と
字
下
げ
の
状
態
か
ら
見
て
も
、

ま
た
ひ
ら
が
な
本
に
つ
い
て
は
こ
こ
だ
け
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
表
記
上
の
問
題
か
ら
見
て
も
、
明
ら
か
に
註
釈
的
に
書
き

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
本
「
ト
云
也
」
と
ひ
ら
が
な
本
「
ト
イ
ヘ
リ
」
と
は
、
先
に
Ｃ
の
類
型
で
い
く
つ
か
例
の

あ
っ
た
、
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
表
現
を
中
心
と
し
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
Ｃ
の
類
型
で
は
い
ず
れ
も
引
用
を
標

示
す
る
〈
イ
ハ
ク
〉
と
の
呼
応
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
こ
こ
で
は
そ
れ
が
な
く
、
ま
た
内
容
上
も
カ
タ
カ
ナ
本
（
青
規
の
地
を
青
蒲
と
い

う
こ
と
）
と
ひ
ら
が
な
本
（
后
で
な
い
人
は
青
蒲
に
上
ら
な
い
こ
と
）
と
の
間
で
相
違
が
あ
る
た
め
、
Ｃ
の
類
型
と
は
別
に
扱
う
こ
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
用
例
十
五
】
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
こ
の
例
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
【
用
例
十
四
】
に
せ
よ
、
本
稿
が
強
調
し
て
お
き
た

い
の
は
、
こ
の
Ｂ
の
類
型
に
お
い
て
、
ひ
ら
が
な
本
に
の
み
見
ら
れ
る
末
尾
形
式
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
に
つ
い
て
は
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉

と
い
う
訓
読
文
的
呼
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
Ａ
の
類
型
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
末
尾

形
式
〈
ト
イ
ヘ
リ
〉
の
う
ち
、
カ
タ
カ
ナ
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
と
い
う
訓
読
文
的
呼
応
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
根
拠
に
本
稿
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
は
相
対
的
に
訓
読
文
的
傾
向
が
強
く
、
ひ
ら
が
な
本
は
そ
れ
が
逆
に

弱
い
、
と
い
う
假
説
を
提
示
し
た
。
【
用
例
十
四
】
と
【
用
例
十
五
】
と
に
訓
読
文
的
呼
応
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
そ
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の
假
説
が
少
な
く
と
も
反
証
さ
れ
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
の
類
型
は
た
だ
二
例
に
過
ぎ
ず
、
検
証
の
材
料
と
し
て
は
少
な
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
『
蒙
求
和

歌
』
全
体
に
つ
い
て
み
て
も
同
じ
こ
と
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
を
中
心
と
す
る
訓
読
文
的
呼
応
に
つ
い
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
全
体
を
範
囲
と
し
て
、
カ

タ
カ
ナ
本
と
ひ
ら
が
な
本
と
で
対
応
す
る
も
の
を
探
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
、
カ
タ
カ
ナ
本
に
の
み
呼
応
が
あ
っ
て
、
ひ
ら
が
な
本
の

対
応
個
所
で
は
呼
応
が
な
い
例
は
、
次
の
例
【
用
例
十
六
】
や
【
用
例
十
七
】
を
は
じ
め
、
先
に
挙
げ
た
説
話
末
尾
の
例
の
ほ
か
に
数
例

（
対
応
の
範
囲
を
ど
の
程
度
ま
で
取
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
た
め
に
実
数
を
上
げ
に
く
い
が
、
五
例
前
後
）
存
在
す
る
。

【
用
例
十
六
】

イ
）
…
時
ニ
漁
父
、
江
濱
ニ
ツ
リ
ス
ル
ア
リ
。
屈
原
ガ
欣
然
ト
シ
テ
ミ
ヅ
カ
ラ
タ
ノ
シ
ベ
ル
ヲ
ミ
テ
、
汝
ヂ
ハ

三
閭
ノ
大
夫
ニ
ア
ラ

ズ
ヤ
、
コ
ヽ
ニ
ハ
ナ
ニ
セ
ラ
ル
ヽ
ゾ
、
ト
ヽ
フ
。
屈
原
イ
ハ
ク
、
ヨ
ハ
ミ
ナ
ニ
ゴ
レ
リ
、
ワ
レ
ヒ
ト
リ
ス
メ
リ
。
衆
人
ハ
ミ
ナ

ヱ
ヽ
リ
、
ワ
レ
ヒ
ト
リ
サ
メ
タ
リ
。
コ
ノ
ユ
エ
ニ
ハ
ナ
タ
レ
タ
ル
ナ
リ
、
ト
云
リ
。
漁
父
ガ
云
ク
、
聖
人
ハ
モ
ノ
ニ
凝
滞
セ

ズ
。
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
述
懐
「
屈
原
沢
畔
」
一
二
八
）

ロ
）
…
時
に
漁
父
の
江
湖
に
釣
す
る
あ
り
。
屈
原
が
欣
然
と
し
て
自
楽
め
る
を
み
て
、
汝
は
三
閭
大
夫
に
非
ず
や
、
こ
ゝ
に
は
な
に

せ
ら
る
ゝ
ぞ
、
と
問
フ

。
屈
原
が
云
く
、
世
皆
に
ご
れ
り
、
吾
獨
す
め
り
。
衆
人
皆
ゑ
え
り
、
吾
獨
さ
め
た
り
。
是
故
に
王
に

は
な
た
れ
た
る
な
り
。
漁
父
が
云
、
聖
人
は
物
凝
滞
せ
ず
。
…　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
述
懐
「
屈
原
沢
畔
」
一
一
〇
）

【
用
例
十
七
】

イ
）
…
西
ノ
方
ヨ
リ
素
衣
白
馬
ノ
人
ノ
ハ
セ
キ
タ
ル
ア
リ
。
ス
ナ
ハ
チ
范
式
ナ
リ
ケ
リ
。
ヒ
ツ
ギ
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
ヲ
リ
ヰ
ヌ
。
ワ
ガ

ユ
メ
ノ
中
ニ
元
伯
キ
タ
リ
テ
云
ク
、
命
ス
デ
ニ
ヲ
ハ
リ
ヌ
、
イ
マ
ヒ
ト
タ
ビ
ア
ヒ
ミ
ム
事
ヲ
思
ニ
、
ヨ
ミ
ヂ
モ
ユ
キ
ヤ
ラ
ズ
、

ト
イ
ヒ
キ
。
サ
テ
ヲ
ド
ロ
キ
テ
ハ
セ
キ
タ
レ
ル
所
ニ
、
ス
デ
ニ
ユ
メ
ノ
ウ
チ
ノ
ゴ
ト
シ
、
ト
云
モ
ハ
テ
ズ
…
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（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
一
哀
傷
「
范
張
鶏
黍
」
一
五
六
）

ロ
）
…
西
の
方
よ
り
素
衣
白
馬
の
人
馳
来
ル

あ
り
。
則
范
式
な
り
け
り
。
ひ
つ
ぎ
の
傍
に
お
り
ゐ
ぬ
。
吾
が
夢
の
中
に
元
伯
来
て
、

命
既
に
を
は
り
ぬ
、
い
ま
一
度
ビ

相
見
事
を
思
に
、
よ
み
ぢ
も
行
や
ら
ず
と
云
き
。
さ
て
驚
て
馳
来
れ
る
所
に
、
既
に
夢
の
中

の
詞
の
如
し
、
と
云
も
は
て
ず
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
一
哀
傷
「
范
張
鶏
黍
」
一
三
八
）

一
方
そ
の
逆
、
す
な
わ
ち
ひ
ら
が
な
本
に
の
み
呼
応
が
あ
っ
て
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
対
応
個
所
で
は
呼
応
が
な
い
例
は
、
管
見
の
限
り
次

の
た
だ
一
例
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

【
用
例
十
八
】

イ
）
…
ム
ス
メ
崔
氏
ヲ
ア
ハ
セ
テ
ケ
リ
。
ウ
チ
ツ
キ
ニ
ヲ
モ
ハ
シ
ク
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
カ
ク
テ
三
日
ア
リ
テ
、
ワ
カ
レ
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ

リ
ニ
ノ
ゾ
ミ
テ
、
ス
デ
ニ
ハ
ラ
ミ
タ
リ
。
若
男
子
ヲ
ウ
メ
ラ
バ
、
汝
ニ
ア
タ
フ
ベ
シ
。
女
子
ヲ
ウ
メ
ラ
バ
、
ト
ヾ
メ
テ
ヤ
シ
ナ

フ
ベ
シ
、
ト
イ
ヒ
テ
、
ナ
ク
〳
〵
ワ
カ
レ
サ
リ
ヌ
。
…　
　
　
　
　
　
　

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
五
恋
「
盧
充
幽
婚　

卯
花
」
七
五
）

ロ
）
…
う
ち
つ
け
に
名
残
を
も
は
し
さ
為
方
な
く
覚
え
け
り
。
別
な
ん
と
す
る
お
り
に
崔
氏
が
云
、
吾
女
の
も
し
男
子
を
む
ま
ば
、

汝
に
与
べ
し
。
女
子
を
む
ま
ば
、
止
め
て
養
ふ
べ
し
、
と
云
て
さ
る
ほ
ど
に
、
し
た
ふ
涙
二
の
袖
を
う
る
ほ
し
け
り
。
…

（
ひ
ら
が
な
本
巻
五
恋
「
盧
充
幽
婚
」
六
八
）

し
か
も
こ
の
【
用
例
十
八
】
は
、
前
後
の
文
言
に
も
相
当
の
出
入
り
が
あ
り
、
【
用
例
十
六
】
や
【
用
例
十
七
】
に
比
し
て
、
厳
密
に

対
応
す
る
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
例
を
含
め
る
と
し
て
も
、
ひ
ら
が
な
本
に
の
み
呼
応
が
見
ら
れ
る
例
が
、
逆
の
カ
タ

カ
ナ
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
例
に
比
し
て
、
極
端
に
用
例
数
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
カ
タ
カ
ナ
本
・
ひ
ら
が
な
本
の
文
体
は
、
〈
イ
ハ
ク
…
ト
イ
ヘ
リ
〉
を
中
心
と
す
る
呼
応
か
ら
見
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る
限
り
、
漢
文
訓
読
的
な
傾
向
が
前
者
に
お
い
て
や
や
強
く
、
後
者
に
お
い
て
相
対
的
に
弱
い
、
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
傾
向
は
、
訓
読
文
的
呼
応
と
は
異
な
る
、
い
ま
一
つ
の
言
語
現
象
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

四
　
考
察
二
（
係
助
詞
ナ
ム
か
ら
見
た
文
体
的
性
質
）

本
節
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
係
助
詞
ナ
ム
の
使
用
と
文
体
と
の
関
係
で
あ
る
。

ナ
ム
の
使
用
を
文
体
を
判
断
す
る
指
標
と
す
る
の
は
、
阪
倉
篤
義
「
歌
物
語
の
文
章
」
の
方
法
に
倣
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ナ
ム
自

体
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
そ
の
阪
倉
の
ほ
か
、
宮
坂
和
江
「
係
結
の
表
現
價
値
―
物
語
文
章
論
よ
り
見
た
る
―
」
な
ど
多
く
の
論
が
あ

り
、
重
要
な
部
分
は
お
お
む
ね
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
訓
読
文
と
和
文
と
い
う
文
体
的
観
点
か
ら
研
究
す
る
本
稿
の
立
場
か

ら
は
、
安
達
雅
夫
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
於
け
る
係
助
詞
「
ナ
ム
」
の
使
用
状
況
」
の
調
査
結
果
が
最
も
参
考
に
な
る
。
こ
の
論
文
で
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
に
用
い
ら
れ
る
ナ
ム
が
、
出
現
個
所
ご
と
に
そ
の
使
用
頻
度
に
大
き
く
差
が
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
天
竺
・
震
旦
部

や
本
朝
部
前
半
の
よ
う
に
漢
文
訓
読
的
要
素
が
多
い
と
さ
れ
る
個
所
で
は
使
用
頻
度
が
低
く
、
本
朝
部
後
半
の
よ
う
に
和
文
的
色
彩
の
濃

い
部
分
で
は
比
較
的
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
ナ
ム
は
訓
読

文
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
こ
の
ナ
ム
の
使
用
状
況
を
も
と
に
、
カ
タ
カ
ナ
本
と
ひ
ら
が
な
本
と
の
文
体
的
相
違
を
考
え
た
い
。
た
だ
両
系
統

は
絶
対
的
に
は
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
前
節
同
様
の
方
法
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
決
し
て
多
数
で
は
な
い

に
せ
よ
、
両
系
統
の
間
の
相
違
部
分
を
改
訂
の
結
果
と
見
な
し
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
方
向
性
を
指
向
し
て
い
な
い
か
分
析
す
る
、
と
い
う

方
法
で
あ
る
。

さ
て
、
『
蒙
求
和
歌
』
に
お
け
る
係
助
詞
ナ
ム
の
全
用
例
数
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
で
十
六
例
、
ひ
ら
が
な
本
で
十
五
例
で
あ
る
。
そ
の
う
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ち
両
系
統
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
は
十
二
組
を
数
え
る
。
前
節
と
同
様
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
本
稿
で
は
問
題
と
し
な
い
。
ま
た
前

節
に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
蒙
求
和
歌
』
は
両
系
統
間
で
収
載
さ
れ
て
い
る
説
話
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
が
、
ナ
ム
に
関
す
る
も
の
で
は
、

カ
タ
カ
ナ
本
の
説
話
に
ナ
ム
が
含
ま
れ
、
そ
の
説
話
が
ひ
ら
が
な
本
に
載
ら
な
い
も
の
が
四
例
あ
る
（
「
郝
廉
留
銭
」
「
優
旃
滑
稽
」
「
西

門
投
巫
」
「
馮
煖
折
券
」
。
こ
の
う
ち
「
郝
廉
留
銭
」
は
ひ
ら
が
な
本
で
は
目
録
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
本
文
を
缺
き
、
そ
れ
以
外
の
三
話
は

ひ
ら
が
な
本
に
は
目
録
に
さ
え
存
在
し
な
い
）
。
こ
れ
も
前
節
同
様
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。
本
稿
で
の
研
究
の
目
標
は
あ
く
ま

で
説
話
本
文
が
改
訂
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
本
文
を
比
較
で
き
な
い
も
の
に
基
づ
い
た
考
察

は
行
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
同
一
の
説
話
が
両
系
統
に
採
録
さ
れ
、
し
か
も
一
方
だ
け
が
ナ
ム
を
有
す
る
も
の
が
三
組
（
「
春
申
珠
履
」
「
孫
綽
才

冠
」
「
韋
賢
満
籝
」
）
残
る
。
決
し
て
多
数
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
が
全
て
、
ひ
ら
が
な
本
の
み
ナ
ム
を
有

し
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
そ
れ
を
持
た
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
全
て
の
組
み
合
わ
せ
を
掲
げ
て
確
認
し
て
い
く
。

　

【
用
例
十
九
】

イ
）
楚
ノ
考
烈
王
、
黄
歇
ヲ
相
ト
ス
。
春
申
君
ト
云
リ
。
趙
平
原
君
ガ

使
ヒ

、
楚
ニ

来
レ
リ

。
瑇タ

イ
マ
イ瑁

ノ
カ
ム
ザ
シ
、
刀
釼
ノ
サ
ヤ
ニ
珠
玉

ヲ
カ
ザ
リ
テ
、
春
申
君
ガ

家
ニ

ノ
ゾ
メ
リ
。
シ
タ
リ
ガ
ヲ
ナ
ル
ケ
シ
キ
ニ
テ
、
楚
国
ニ
ホ
コ
ラ
ム
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
。
…

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
六
祝
「
春
申
珠
履
」
九
二
）

ロ
）
楚
の
春
申
君
は
孝
烈
王
の
相
な
り
。
趙
の
平
原
君
が
使
、
春
申
君
が
家
に
や
ど
れ
り
。
瑇タ

イ
マ
イ瑁

の
か
ん
ざ
し
、
刀
劔
珠
玉
の
か
ざ

り
あ
り
て
、
吾
は
と
思
へ
る
気
色
に
て
、
趙
の
国
に
は
か
ゝ
る
と
な
む
楚
国
の
人
に
み
え
ん
と
せ
り
。
…

（
ひ
ら
が
な
本
巻
六
祝
「
春
申
珠
履
」
八
一
）

【
用
例
二
十
】

イ
）
晋
ノ
孫
綽
、
字
興
公
ト
イ
フ
。
ヒ
ロ
ク
マ
ナ
ビ
ケ
リ
。
才
学
キ
コ
ヘ
タ
カ
キ
人
ナ
リ
。
天
台
山
ノ
賦
ヲ
ツ
ク
リ
テ
、
ト
モ
ダ
チ
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ニ
ミ
セ
シ
ム
ル
ニ
、
ト
モ
ダ
チ
ホ
メ
テ
云
ク
、
ナ
ム
ヂ
心
ミ
ニ
地
ニ
ナ
ゲ
ヨ
。
マ
サ
ニ
金
玉
ノ
コ
エ
ア
ル
ベ
シ
、
ト
ホ
メ
ケ

リ
。
ト
キ
ノ
人
、
孫
綽
ヲ
才
冠
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
ケ
リ
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
四
雑
「
孫
綽
才
冠
」
二
〇
八
）

ロ
）
孫
綽
、
才
覚
聞
え
高
人
な
り
。
天
台
山
の
賦
を
作
て
な
げ
け
れ
ば
、
金
玉
の
音
な
ん
あ
り
け
り
。
時
の
人
、
才
冠
と
ぞ
ほ
め
け

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
四
雑
「
孫
綽
才
冠
」
一
八
七
）

【
用
例
二
十
一
】

イ
）
魯
人
韋
賢
、
ア
ザ
ナ
ハ
長
孺
ト
イ
フ
。
漢
ノ
丞
相
ナ
リ
。
丞
相
ニ

致
仕
ス
ル
コ
ト
、
韋
賢
ヨ
リ
ハ
ジ
マ
レ
リ
。
少
子
玄
成
モ
丞

相
ニ

イ
タ
レ
リ
。
韋
賢
ツ
ネ
ノ
コ
ト
バ
ニ
云
ク

、
子コ

ノ

タ
メ
ニ
ノ
コ
シ
ヲ
カ
ム
コ
ト
、
黄
金
満
籝
不
如
一
経
ト
云
ケ
リ
。
…

（
カ
タ
カ
ナ
本
巻
十
四
雑
「
韋
賢
満
籝
」
二
一
〇
）

ロ
）
韋
賢
は
魯
の
丞
相
な
り
。
丞
相
の
致
仕
す
る
事
、
韋
賢
よ
り
は
じ
ま
れ
り
。
少
子
玄
成
も
丞
相
に
い
た
れ
り
。
韋
賢
、
玄
成
に

教
て
云
ク

、
黄
金
ヲ

満
籝
、
不
如
一
経
。
常
の
こ
と
ば
に
か
く
な
ん
云
け
る
。
…

（
ひ
ら
が
な
本
巻
十
四
雑
「
韋
賢
満
籝
」
一
八
九
）

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
い
ず
れ
も
、
ナ
ム
を
除
い
た
部
分
が
両
系
統
の
細
部
に
わ
た
っ
て
共
通
す
る
わ
け
で
な
い
点
に
は
注
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
た
だ
そ
の
両
系
統
間
の
相
違
は
、
説
話
の
内
容
の
対
応
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
、
大

方
の
了
解
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

順
に
見
て
い
く
と
、
【
用
例
十
九
】
「
春
申
珠
履
」
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
「
春
申
君
ガ

家
ニ

ノ
ゾ
メ
リ
。
シ
タ
リ
ガ
ヲ
ナ
ル
ケ
シ
キ
ニ
テ
、

楚
国
ニ
ホ
コ
ラ
ム
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
」
と
ひ
ら
が
な
本
「
吾
は
と
思
へ
る
気
色
に
て
、
趙
の
国
に
は
か
ゝ
る
と
な
む
楚
国
の
人
に
み
え
ん
と
せ

り
」
と
は
、
内
容
的
に
は
類
似
し
な
が
ら
も
、
細
か
い
詞
句
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
ナ
ム
が
見
ら
れ
る
の
が
ひ
ら
が
な

本
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
【
用
例
二
十
】
「
孫
綽
才
冠
」
も
、
カ
タ
カ
ナ
本
「
ナ
ム
ヂ
心
ミ
ニ
地
ニ
ナ
ゲ

ヨ
。
マ
サ
ニ
金
玉
ノ
コ
エ
ア
ル
ベ
シ
」
が
ひ
ら
が
な
本
「
金
玉
の
音
な
ん
あ
り
け
り
」
に
対
応
し
、
ひ
ら
が
な
本
の
み
ナ
ム
を
有
す
る
も
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の
で
あ
る
。
最
後
の
【
用
例
二
十
一
】
「
韋
賢
満
籝
」
で
も
、
カ
タ
カ
ナ
本
「
黄
金
満
籝
不
如
一
経
ト
云
ケ
リ
」
と
ひ
ら
が
な
本
「
黄
金

ヲ

満
籝
、
不
如
一
経
。
常
の
こ
と
ば
に
か
く
な
ん
云
け
る
」
と
を
対
照
す
る
と
、
カ
タ
カ
ナ
本
に
な
い
ナ
ム
を
用
い
た
表
現
が
ひ
ら
が
な

本
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
三
例
が
、
両
系
統
で
対
応
す
る
説
話
に
お
い
て
、
ひ
ら
が
な
本
の
み
ナ
ム
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

ナ
ム
は
和
文
的
文
体
に
特
有
の
係
助
詞
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
な
く
と
も
右
の
三
組
の
例
に
お
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
本
の
方
が
よ
り
和
文
的

な
色
彩
が
濃
く
、
そ
れ
に
比
す
る
と
き
に
は
カ
タ
カ
ナ
本
は
相
対
的
に
そ
れ
が
薄
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
逆
の
組
み
合
わ
せ
、
す
な
わ
ち
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
ナ
ム
を
有
し
、
ひ
ら
が
な
本
は
そ
れ
を
持
た
な
い
、

と
い
う
形
で
対
応
す
る
説
話
の
組
み
合
わ
せ
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
文
体
的
な
観
点
か
ら
言
い
換

え
れ
ば
、
カ
タ
カ
ナ
本
の
み
和
文
的
な
要
素
を
有
し
、
ひ
ら
が
な
本
が
そ
れ
を
缺
く
、
と
い
う
対
応
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
ナ
ム
を
め
ぐ
る
以
上
の
事
実
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
は
や
や
訓
読
文
的
傾
向
が
強
く
、
ひ
ら
が
な
本
は
相
対
的
に
そ
の
傾
向

が
弱
い
、
と
い
う
前
節
の
結
論
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
無
論
偶
然
で
は
な
く
、
訓
読
文
的
な
カ
タ
カ
ナ
本
と
和
文
的
な

ひ
ら
が
な
本
と
い
う
こ
の
あ
り
方
こ
そ
が
、
両
系
統
の
文
体
的
相
違
の
方
向
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
結
論
と
課
題

以
上
本
稿
で
は
、
『
蒙
求
和
歌
』
の
カ
タ
カ
ナ
本
・
ひ
ら
が
な
本
両
系
統
の
文
体
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
本
系
統
の
方
が
訓
読
文
的
傾

向
が
強
く
、
ひ
ら
が
な
本
系
統
は
逆
に
和
文
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
文
体
的
相
違
は
、
両
系

統
の
先
後
関
係
と
い
う
問
題
と
、
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
答
え
は
、
文
体
的
傾
向
の
違
い
に
加
え
、
こ
の
作
品
が
『
蒙
求
』
と
い
う
漢
籍
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
事

実
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
純
漢
文
の
『
蒙
求
』
か
ら
、
ま
ず
訓
読
文
的
な
傾
向
の
強

い
カ
タ
カ
ナ
本
系
統
の
本
文
が
成
立
し
、
そ
れ
が
や
や
和
文
的
色
彩
を
濃
く
し
て
ひ
ら
が
な
本
に
改
訂
さ
れ
た
、
と
い
う
順
序
を
考
え
る
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の
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
逆
に
、
最
初
に
純
漢
文
『
蒙
求
』
か
ら
和
文
的
な
本
文
が
作
ら
れ
、
と
こ
ろ
が
改
稿
に
よ
っ
て
そ
れ
を
ま
た
漢

文
訓
読
的
要
素
の
多
い
文
章
に
修
正
し
た
、
と
い
う
編
纂
過
程
を
想
定
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

両
系
統
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
研
究
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
本
が
早
く
、
ひ
ら
が
な
本
が
後
に
な
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
多
い
こ
と
、
「
一　

は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
の
結
論
も
、
そ
れ
を
覆
す
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
の
よ
う
に

結
論
づ
け
る
根
拠
は
、
本
資
料
の
本
文
の
整
備
の
状
態
で
あ
っ
た
り
（
池
田
利
夫
説
）
、
和
歌
の
改
訂
さ
れ
る
方
向
で
あ
っ
た
り
（
章
剣

説
）
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
説
得
力
の
あ
る
、
意
義
深
い
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
研

究
者
の
主
観
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
結
論
が
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
本
稿
は
、
そ
の
根
拠
を
、
和
文
的
か

訓
読
文
的
か
と
い
う
言
語
的
特
徴
に
求
め
た
。
こ
れ
は
従
来
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
が
、
漢
籍
に
由
来
す
る
資
料
は

初
稿
に
近
い
ほ
ど
訓
読
文
的
に
な
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
論
拠
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ご
く
常
識
的
で
は
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
だ
け
に
最
も
確
実
性
の
高
い
議
論
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
っ
と
も
そ
の
結
論
も
、
実
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
カ
タ
カ
ナ
本
は
そ
の
名
の
通
り
、
殆
ど
の
伝
本

が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
ひ
ら
が
な
本
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
が
漢
文
訓
読
の
世
界
か
ら
生
ま
れ
、
そ

の
後
も
漢
文
・
訓
読
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
常
識
に
属
す
る
知
識
で
あ
ろ
う
。
『
蒙
求
』
と
い
う
純
漢
文

の
世
界
か
ら
カ
タ
カ
ナ
本
を
経
て
ひ
ら
が
な
本
へ
、
と
い
う
流
れ
は
、
表
記
の
面
か
ら
当
然
に
予
想
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
と
も
言
え

る
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
表
記
面
の
相
違
に
比
し
て
、
言
語
面
で
の
違
い
は
実
際
に
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
僅
か
な
違
い
に

着
目
し
、
そ
こ
に
一
定
の
方
向
性
を
認
め
て
、
そ
れ
を
改
訂
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
た
。
観
察
さ
れ
た
事
象
の
小
さ
さ

に
比
し
て
、
結
論
へ
の
飛
躍
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
懼
は
否
め
な
い
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
『
蒙
求
和
歌
』
と
い
う
資
料
を
用
い
た
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
、
併
せ
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
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た
い
。
日
本
語
史
研
究
の
資
料
と
し
て
殆
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
蒙
求
和
歌
』
に
注
目
し
た
こ
と
で
、
こ
の
分
野
に
何
ら
か

の
新
し
い
知
見
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
発
展
す
る
研
究
が
ど
の
よ
う
な
射
程
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

本
稿
は
、
純
漢
文
の
世
界
に
典
拠
を
持
つ
『
蒙
求
和
歌
』
が
、
訓
読
文
的
傾
向
の
強
い
カ
タ
カ
ナ
本
系
統
か
ら
、
よ
り
和
文
的
色
彩
の

濃
い
ひ
ら
が
な
本
系
統
へ
と
、
改
訂
に
よ
っ
て
文
体
的
性
質
に
変
化
を
蒙
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
漢
文
か
ら

和
文
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
具
体
的
・
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
自
身
価
値
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
は
主
張
し
た
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
日
本
語
文
と
そ
の
典
拠
と
な
る
漢
文
と
が
と
も
に
現
存
し
、
恐
ら
く
は
作

者
に
よ
る
改
訂
の
過
程
ま
で
辿
る
こ
と
の
で
き
る
『
蒙
求
和
歌
』
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
と
な
る
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
本
資
料
の

意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
調
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
う
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
少
し
細
か
い
点
に
即
し
て
言
え
ば
、
本
稿
で
和
文
的
文
体
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
た
ナ
ム
は
、
本

資
料
の
成
立
し
た
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
口
頭
表
現
と
し
て
は
徐
々
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
（
宮
坂
和
江
前
掲
論

文
や
、
安
田
喜
代
門
「
助
詞
ナ
ム
の
研
究
」
な
ど
）
。
と
こ
ろ
が
光
行
の
改
訂
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
逆
に
増
や
し
て
い
く
と
い
う
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
改
訂
は
、
お
そ
ら
く
作
者
の
日
常
の
自
然
な
言
語
感
覚
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
意
識
的

で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
あ
る
類
型
的
な
文
章
表
現
へ
の
接
近
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
光
行
も
そ
の
社
会
に
属
す

る
男
性
知
識
人
に
と
っ
て
日
常
的
だ
っ
た
漢
文
な
い
し
訓
読
文
の
文
体
か
ら
は
、
逆
に
遠
ざ
か
る
方
向
で
あ
る
。
当
然
、
普
段
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
漢
文
訓
読
的
表
現
が
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
蒙
求
和
歌
』
の
改
訂
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
せ

ざ
る
表
現
を
減
ら
し
て
い
く
営
み
と
も
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
種
の
営
為
が
、
男
性
の
執
筆
す
る
和
文
に
お
い
て
し
ば
し

ば
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
し
う
る
。
そ
の
よ
う
な
日
常
の
言
語
表
現
と
、
あ
る
種
の
規
範
と
し
て
の
散
文
の
類

型
的
言
語
表
現
と
が
、
ど
の
よ
う
に
せ
め
ぎ
合
い
、
新
た
な
文
章
が
作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
代
の

文
章
や
文
体
を
研
究
す
る
上
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
要
な
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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〔
引
用
文
献
〕

『
蒙
求
和
歌
』
か
ら
の
引
用
は
、
書
名
は
省
略
し
、
伝
本
系
統
を
明
示
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
本
・
ひ
ら
が
な
本
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ

れ
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
を
底
本
と
す
る
が
、
注
目
部
分
以
外
は
適
宜
他
本
に
よ
り
校
訂
を
行
っ
た
。
ま
た
濁

点
・
句
読
点
は
引
用
者
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
引
用
は
全
て
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

引
用
に
際
し
、
漢
字
の
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
割
註
・
細
字
部
分
は
〈　

〉
、　

引
用
者
に
よ
る
註
記
は

《　

》
で
括
っ
て
示
し
た
。
ま
た
傍
記
の
う
ち
（　

）
で
括
っ
て
あ
る
も
の
は
、
原
本
に
存
在
せ
ず
、
引
用
者
が
読
解
の
便
の
た
め

に
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

w
eb

で
閲
覧
で
き
る
文
献
・
資
料
に
つ
い
て
は
、
著
者
名
に
傍
線
を
付
し
た
。

安
達
雅
夫
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
於
け
る
係
助
詞
「
ナ
ム
」
の
使
用
状
況
」
『
太
田
善
麿
先
生
退
官
記
念
文
集
』
（
太
田
善
磨
先
生
退

官
記
念
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
）

池
田
利
夫
「
蒙
求
和
歌
の
成
立
と
伝
流
」
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
〈
翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
〉
補
訂
版
』
（
笠
間
書
院
、

一
九
八
八
年
）　

遠
藤
嘉
基
「
竹
取
物
語
の
文
章
と
語
法
序
説
―
特
に
対
話
の
文
に
つ
い
て
―
」
『
国
語
国
文
』
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
三
六
年

大
槻
信
「
古
代
日
本
語
の
う
つ
り
か
わ
り
―
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
―
」
『
日
本
語
の
起
源
と
古
代
日
本
語
』
（
京
都
大
学
文
学
研
究

科
編
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

川
瀬
一
馬
「
唐
物
語
と
蒙
求
和
歌
」
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
（
講
談
社
、
一
九
四
三
年
）
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木
田
章
義
「
文
体
史
」
『
国
語
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
木
田
章
義
編
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
三
年
）

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
讀
の
國
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）

小
山
順
子
ほ
か
「
蒙
求
和
歌
第
三
類
本　

本
文
〈
一
〉
―
四
季
部
―
」
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
一
二
年

小
山
順
子
ほ
か
「
蒙
求
和
歌
第
三
類
本　

本
文
〈
二
〉
―
恋
部
か
ら
述
懐
部
―
」
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
二
十
九
号
、

二
〇
一
三
年

小
山
順
子
ほ
か
「
蒙
求
和
歌
第
三
類
本　

本
文
〈
三
〉
―
哀
傷
部
か
ら
雑
部
―
」
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
三
十
一
号
、

二
〇
一
四
年

阪
倉
篤
義
「
歌
物
語
の
文
章
―
「
な
む
」
の
係
り
結
び
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
国
語
国
文
』
第
二
十
二
巻
第
六
号
、
一
九
五
三
年
（
『
文

章
と
表
現
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
所
収
）

阪
倉
篤
義
「
竹
取
物
語
に
お
け
る
「
文
體
」
の
問
題
」
『
国
語
国
文
』
第
二
十
五
巻
第
十
一
号
、
一
九
五
六
年
（
『
文
章
と
表
現
』

（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に
「
『
竹
取
物
語
』
の
構
成
と
文
章
」
と
し
て
所
収
）

章
剣
「
『
蒙
求
和
歌
』
の
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
に
つ
い
て
」
『
中
國
學
研
究
論
集
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
一
一
年

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讀
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
）

蔦
清
行
「
教
材
と
し
て
の
蒙
求
和
歌
」
『
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
授
業
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年

宮
坂
和
江
「
係
結
の
表
現
價
値
―
物
語
文
章
論
よ
り
見
た
る
―
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
十
九
巻
第
二
号
、
一
九
五
二
年

森
田
貴
之
「
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本
の
性
格
―
第
三
類
本
解
題
と
し
て
―
」
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
六

年
安
田
喜
代
門
「
助
詞
ナ
ム
の
研
究
」
『
国
学
院
雑
誌
』
第
五
十
四
巻
第
三
号
、
一
九
五
三
年
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〔
附
記
〕本

稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
費
（
Ⅱ
）
、
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究

費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
）
「
『
蒙
求
和
歌
』
に
見
る
漢
文
学
と
和
文
学
の
融
合
」
（
課
題
番
号25370245

）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

本
稿
の
草
稿
の
内
容
を
、
右
の
科
研
費
の
研
究
検
討
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。
席
上
、
ま
た
報
告
に
前
後
し
て
、
森
田
貴
之
氏
を
は

じ
め
と
し
て
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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Versions of Môgyu-Waka and Their Literary Styles

This paper will consider the writing style adopted for the anecdotes included 
in the waka anthology Môgyu Waka (Waka Poems on the Child’s Treasury). This 
anthology was based upon Môgyu and adapted by Minamoto no Mituyuki in the 
early Kamakura period (1192-1333).

There exist both a hiragana version and a katakana version of this anthology, 
and which of these is the earlier is a question that has long been disputed.

There are many ways of approaching this problem; however, this study 
will consider the issue by examining the language utilized. It shall focus in 
particular on the stylistic nature of clausal agreement between “ihaku…toiheri” 
and its distinctive use of the kakari particle “namu”. The former agreement is 
rarely found in the classical Japanese style and is characteristic of Kundokubun 
(Japanese readings of Chinese texts). By contrast, kakari particles are rarely 
utilized in these Kundokubun, as they are specific to the classical Japanese 
style of prose writing. Through an examination of the distribution of these 
characteristics and differences in both systems, it is clear that in contrast to the 
Kundokubun-like tendency of the katakana version, the hiragana version reads 
much more like the classical Japanese style.

In addition, the study concludes that, bearing in mind that the Môgyu Waka 
was written by drawing on the Chinese classics Môgyu, the Kundokubun-
like katakana version was produced first and the classical Japanese style-like 
hiragana version was a later re-edition of this.
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